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基本方針

Nittoグループは4つの基本方針を掲げ、人災を起こさな

いための取組みはもちろんのこと、「減災（災害予防、被害

軽減）」と「早期復旧」を両輪として、事業継続マネジメント

（BCM）を行っています。

巨大地震への備え

Nittoグループは、事業継続に大きな影響を及ぼす恐れの

ある地震、パンデミック、大停電などに備え、事業継続計画

を策定しています。特に、地震大国である日本に複数の中核

工場があるため、巨大地震を想定した事業継続マネジメント

に注力しています。

Nittoグループの取組み
•	建屋・設備の耐震化：近年日本で発生した最大級の地震と同

程度の揺れに耐えうる基準に設定

•	ITインフラの確保：データセンターの複数化

•	電源の確保：蓄電池・非常用電源の導入

•	調達材料の確保：調達先の複数化、海外ルートの検討、サプ
ライチェーンのリスク管理

•	製造拠点の分散および代替生産：海外4エリアとの連携

•	物流の確保：代替輸送ルートの確保、保管倉庫の安全基準
設定

•	対策本部および支援体制の構築：通信手段の確保、支援物
資確保

•	災害情報の入手：発災情報をタイムリーに入手し関係者へ
自動配信するシステムを導入

•	教育・訓練：定期的な避難・安否確認訓練、行動基準などの
周知

これらは関係者全員が参集して3か月に1度、進捗状況の

レビューを行うとともに、訓練などを通じて見直しを図って

います。

人命を守り、 
製品供給責任を果たすために

2014年2月7日、Nitto本社と日東シンコー（福井県）および物流を担当する日東
ロジコム3社間で連携確認訓練を行いました。緊急事態報告システムや緊急通信
手段を活用して連絡を取り合うなど、想定される通信事情も考慮しつつ、頻発する
不測の事態にいかに連携して対処しうるかを問うものでした。

結果、多くの課題が浮き彫りになり、各社で事業継続計画を見直すよい機会とな
りました。

かねてより大地震が懸念されている地域にある、豊橋事業所は頻繁に避難訓練を
実施してきました。最近では、事業継続などテーマに特化した訓練も行っています。

2013年12月17日には、幹部や隊長が不在の平日夜間に大規模地震が発生した
という想定で訓練を行いました。明かりの確保が必須となることや、限られた人員
で必要な部隊を編成し対応しなければならないなど特殊な状況を体感しました。

グループ会社との連携訓練

夜間発災を想定した訓練

Nittoグループの事業活動の継続

減災
（被害を防ぐ
取組み）

早期復旧の
ための
取組み

● 人命尊重
● 二次災害防止
● 製品の供給責任
● 地域への支援

基本方針


